
 

 

 

第第１１５５５５２２回回    例例  会会    （（令令和和元元年年１１００月月１１８８日日））    
本本日日ののププロロググララムム    光光井井  伸伸会会員員卓卓話話  ／／  親親睦睦一一泊泊旅旅行行ににつついいてて   

                                山本茂雅委員長  
前例会の記録（第１５５１回 令和元年１０月１１日）   

・会員数    ３９名  

・出席者    ３０名    ・出席率  ７８・９２％   ・出席免除者   ０名  

・欠席者     ９名 吉岡孝恭・赤瀬 健・松田重雄・狩屋幸治・小川隆則・高橋剛吉、  

山本茂雅・池田周二・北殿真一の諸君  

・９月２７日メーキャップ後の出席率   ７８・９５→８９・４７％に補正   

9 月 30 日、10 月 4 日愛知ロータリーE クラブへ牧野真樹・小川隆則君   

9 月 30 日倉敷中央 RC へ福嶋啓祐君   9 月 26 日倉敷 RC へ恵谷龍二君  

・ゲスト   押野 りか様（押野労務サポートオフィス代表）      
・ビジター  山河敏幸様・山本国春様・堀 泰典様 (笠岡 RC) 

・会長報告  本日は、国際ロータリー創立１１４年と２２９日に当たり、笠岡東ロータリークラブは

創立３２年と３００日に当たります。  

10 月 5 日 (土 )、恵谷会員のご子息俊彦様のご結婚式があり、当クラブより祝電を打たせて頂きました。

10 月 6 日、同会：ゆっくり走ろう会主催の我妻山ウオーキングが開催され、7 名の方々がご参加され

たそうです。  

先日来より、九州北部豪雨災害義援金協力をお願いしておりましたが、今回からは、千葉県災害復旧

義援金協力のお願いをしております。一人千円以上でよろしくお願い致します。  

臨時理事会報告 すでに FAX にてお願いしておりますが、ときわ学園より、チャリティーバザーへの

物品協力のお願いを承認致しましたので、25 日例会日までに一人一点以上の協力をお願い致します。

・幹事報告  ガバナー事務所より、広報資料「絆 IN モンゴル OP ビデオ動画配信のお知らせが参

おります。  

金谷第６グループガバナー補佐より、第２回会長幹事会開催のご案内と、アンケートのお願いが参っ

ります。日時：令和元年１１月３０日 (土 )１７：００～ 場所：富来屋本舗  会費：７，０００円

倉敷東 RC より創立３０周年記念誌をご送付いただいております。  

クラブ運営活動計画書及び会員名簿を倉敷東  倉敷瀬戸内の２RC より頂いております。  

財団室 NWES１０月号をメールにて頂いております。  

例会変更のお知らせを、総社吉備路 RC より頂いております。  

アッケシソウ通信をご送付いただいております。  

・委員会報告  な し   

・配 布   週報   ロータリーの友  記念バッジ  ・食 事 エビフライ定食  

 ◎スマイル  
 江原和之君  押野様本日は卓話よろしくお願い致します。    

三宅達夫君  押野りか様ようこそ。ご入会前提卓話よろしくお願いします。  

椋梨孝章君  押野様本日は宜しくお願い致します。か、ありがとうございます。のどちらかにして

ください。  

 
ｈ 

恵谷龍二君  長男が結婚致しました。  

池田周二君  体の修理工事の為欠席させて頂きました。修理も無事完了し明日には退院の予定です。  

工藤一郎君  誕生日のお祝いを頂きました。  

新井喜久君  押野様卓話楽しみにしております。  

高田愼也君  最近副収入があり時々このようなことのあるようにスマイルします。  

池田 孝君  吾妻山登山の際には多くの人に引っ張って頂き、牧野様には後ろから押して頂き本当に  

ありがとうございました。  

牧野真樹君  遅刻したので早退します。 山本雅夫・福嶋啓祐君  早退します。  

スマイル ２１，０００円  

●プログラム  「承認力のある高い組織が生き残る」押野りか様  
【承認の基本定義】 

「相手が気づかない優れた能力、資質、業績、貢献、成長、可能性などについて、その事実を本人に伝え、自覚させ 

ること」相手を人間として尊重するなら「ほめる」より「認める」ことの方が大切です。承認にはありのままを本人に認識さ 

せる誠実さがあります。日本では「ほめる」という言葉が一般的ですが、相手の内発的モチベーションを喚起する「よい 

ほめ方」は「承認」と考えています。 

＜承認が「個を活かす組織づくり」に必要な理由＞ 

人は、生まれながらに認められたいという承認欲求をもっています。自分が必要とされている（自分には価値がある＝ 

他者に貢献できている）と実感したいのです。多くの働く人々は他者からの承認を得て、自分らしく勇気をもって生き 

ていくことができます。 

＜承認の目的＞承認には主に 3 つの目的があります。 

 

＜承認の効果＞ 

正しく効果的な承認を行うと、「自己肯定感」と「自己効力感」が満たされたり高まります。そうなると内発的モチベーシ 

ョンが引き出され、人は自律していきます。人は自律するとどんどん成長をしていきます。自律した人材が増えてくれ 

ば、その結果、組織に様々な効果（恩恵）をもたらしてくれます。また、会社や組織のメンバー同士で相互に承認を 

行うと、職場の一体感や自分の仕事や会社に対する愛着心（エンゲージメント）が深まります。 

《笠岡東 RC NWES》   ゆっくり走ろう会の吾妻山ウオークにて  

 次週以降のプログラム＆行事予定   

１０／１９・２０(土・日) 地区大会参加兼親睦一泊旅行：出雲にて 

１０／２４（木） 親睦活動委員会     １９：００～  よろず居酒屋やくう 


